
子どもたちの育ちを社会で支える 超高齢社会
～地域で安心して暮らしたい～

多文化共生社会の実現

2011年から約９年間、子育て支援団体アクティヴ・ママの代表を務めてきました。
活動の中で、子育て支援拠点や子ども食堂、外国につながる子どものための学習支援

活動の立ち上げなど、今地域に何が必要なのかを考え仲間と共に実行してきました。
私には子どもたちが元気に育つ地域社会をつくる、という夢があります。心身共に健

やかに育ち、夢を持って未来に大きく羽ばたいていってほしい。そのためにも、子どもた
ちが健全に育つ環境を整えることに寄与していきたいと思います。そして子どもたちに
とって住みよいまちは、誰にとっても住みよいまちになると考えます。
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未来につなぐ働き・暮らし未来につなぐ働き・暮らし
2019年、国内の出生数は86万4千人、統計開始以来初めて90万人を下

回り少子化が加速しています。ワンオペ育児や待機児童問題。親たちの
負担感や孤立感に寄り添う支援が大切です。
●ひとりにしない子育てを
　＊どんな時でも身近な地域で利用できる一時保育を広げます
　＊産前・産後のヘルパー派遣をすすめます
●家庭を丸ごと支援
　＊相談機能を充実させます
　＊ソーシャルワークスキルを向上させます
●地域の資源を活用
　＊小規模保育と幼稚園の連携で待機児童対策をすすめます

日本に暮らすすべての子どもは、国籍や出身国、何語を母語とするか
に関わらず、「教育を受ける権利」を平等にもっています。
外国につながる子どもの学びや育ち、またその家庭を丸ごと支援する

体制づくりが求められています。
●外国につながる子どもたちへの支援
　＊日本語指導や母語支援の協力者派遣制度の拡充をはかります
　＊地域に学習支援の場を増やします
●多言語による行政・生活情報の提供をすすめます
●ワンストップの総合相談窓口をつくります
●国籍や民族など異なる人々が、互いの文化の違いを認め合い、交流
できる場（居場所）をつくります

介護保険制度がスタートして20
年、改定を重ねるたびに介護の社会
化が後退しています。福祉の担い手
不足も深刻です。

介護保険
●生活援助が大事
　＊デイサービスやヘルパー派遣で
　　在宅生活を支えます
●介護の担い手を広げます
　＊介護人材の育成をすすめます
●もっとわかりやすい制度に
　＊払った保険料の使い道を見える化します

地域福祉
●地域資源をフル活用
　＊地域に様々な多世代交流の場をつくります

●カンパとボランティアで政治と選挙をおこないます
●議員報酬の一部は市民の活動費に、その活用を広く公開します
●議員は２期８年で交代し、生活者の政治を広げます

神奈川ネットワーク運動は
市民の参加で政策を実現する「地域政党」です
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19%

見守り
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17%
なし・不明

デイサービス準備
デイサービスの入浴
火の元・鍵の管理
医療コーディネート

その他サービス 26%

家族関係
9%服薬管理 2%

話相手 2%

「利用者が何に困っているのか？」

県内介護保険の訪問通所サービスおよび居宅サービス事業所調査

買い物支援
通院介助・外出支援

調理
食事
掃除
その他家事

入浴介助
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２
０
１
９
年
４
月
か
ら
本
格
稼
働
し
た

座
間
市
海
老
名
市
綾
瀬
市
３
市
で
構
成
す

る
高
座
清
掃
施
設
組
合
の
高
座
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
で
、
同
年
９
月
30
日
に
、
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
原
因
は
不
燃
ご
み
の
中
に

あ
っ
た
、
乾
電
池
・
リ
チ
ウ
ム
充
電
池
の
可
能
性

が
高
い
と
の
こ
と
で
す
。

新
炉
は
不
燃
物
を
破
砕
処
理
し
て
焼
却
炉
に
投

入
す
る
方
式
に
変
わ
り
、
火
災
は
低
速
回
転
破
砕

機
か
ら
高
速
回
転
破
砕
機
に
流
れ
る
コ
ン
ベ
ア
の

と
こ
ろ
で
午
前
11
時
30
分
頃
発
生
、
約
６
時
間
に

渡
り
消
火
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
故
の
原
状
復
旧
工
事
と
し
て
、
コ
ン
ベ

ヤ
、
低
速
回
転
破
砕
機
、
高
速
回
転
破
砕
機
、
計

測
器
の
ス
イ
ッ
チ
や
コ
ン
ベ
ヤ
カ
バ
ー
の
交
換
・

塗
装
、
水
害
を
受
け
た
制
御
盤
の
清
掃
復
旧
等
に

か
か
っ
た
費
用
６
０
３
４
万
円
は
、
高
座
清
掃
施

設
組
合
が
負
担
し
、
保
険
で
支
払
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

一
方
で
、
再
発
防
止
策
と
し
て
、
事
故
場
所
に

は
な
か
っ
た
散
水
装
置
を
２
か
所
、
温
度
計
を
１

か
所
、
貯
留
ヤ
ー
ド
に
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、
中

央
制
御
室
に
監
視
モ
ニ
タ
ー
の
増
設
等
に
か
か
る

費
用
９
９
０
万
円
は
運
営
を
委
託
し
て
い
る
特
別

目
的
会
社
「
高
座
エ
コ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
に
負

担
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

高
座
清
掃
施
設
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

11
月
５
日
の
お
知
ら
せ
に
「
火
災
に
つ
い
て
」

と
、
事
故
発
生
の
説
明
と
„
有
害
ご
み
を
不
燃
性

ご
み
等
と
混
ぜ
な
い
で
“
と
の
注
意
喚
起
を
し
て

い
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
電
池
は
電
子
タ
バ
コ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
、
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ナ
ー
、
な
ど
多
く
の
人
が
使
っ
て
い
る
小
型
家
電

に
入
っ
て
い
ま
す
。
圧
迫
や
衝
撃
で
も
発
火
の
恐

れ
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

事
故
は
こ
う
し
た
現
状
を
、
消
費
者
で
あ
る
市

民
が
廃
棄
方
法
を
知
ら
ず
に
不
燃
物
に
混
ぜ
て
排

出
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

高
座
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
発
生
し
た
火
災
の

詳
細
に
つ
い
て
、
座
間
市
で
は
今
の
と
こ
ろ
周
知

が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
知
れ
ば
協
力
す
る
市
民
も

多
い
で
し
ょ
う
。
早
期
に
広
報
等
で
知
ら
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

新焼却炉の火災事故によるリチウム電池の危険性の周知を！

座
間
市
の
外
国
籍
在
住
者
数
は
３
１

９
９
人
で
人
口
の
2.4
％
、
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
右
記
の
調
査
で
、
座
間
市
は
、
不

就
学
が
中
学
１
年
生
相
当
で
１
人
、
就
学

状
況
が
確
認
で
き
な
い
の
が
小
学
校
１
年

生
か
ら
６
年
生
相
当
で
９
人
、
中
学
生
相

当
で
３
人
計
12
人
い
ま
す
。

担
当
の
学
校
教
育
課
に
よ
れ
ば
、

「
不
就
学
」
と
は
戸
籍
登
録
の
際
、
戸

籍
住
民
課
で
市
立
小
・
中
学
校
へ
の
就

学
希
望
の
有
無
を
尋
ね
、
そ
こ
で
希
望

し
な
い
と
し
た
子
ど
も
の
こ
と
で
す
。

「
就
学
状
況
が
確
認
で
き
な
い
」
子

ど
も
に
対
し
て
は
、
子
ど
も
政
策
課
が

居
所
の
確
認
は
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫

だ
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
「
不

就
学
」
の
子
ど
も
が
ど
こ
で
学
ん
で
い

る
か
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
６
月
に
成
立
し
た
「
日

本
語
教
育
推
進
法
」
は
、
外
国
人
の
児

童
生
徒
や
留
学
生
、
就
労
者
に
対
し
、

日
本
語
教
育
を
受
け
る
機
会
を
最
大
限

確
保
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い

ま
す
。

国
の
新
年
度
予
算
は
、
外
国
人
受
け

入
れ
拡
大
に
対
応
し
た
日
本
語
教
育
・

外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の
充
実

を
掲
げ
昨
年
度
よ
り
も
４
億
５
４
０
０

万
円
の
増
額
が
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
体
で
は
外
国
籍
の
子
ど
も
が

教
育
を
受
け
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
ま

ま
に
せ
ず
、
就
学
案
内
の
継
続
送
付
、

電
話
や
訪
問
で
確
認
や
就
学
勧
奨
等
に

よ
り
、
就
学
状
況
の
把
握
や
就
学
の
促

進
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

座
間
市
は
、
外
国
籍
の
家
庭
へ
送
付

す
る
就
学
案
内
は
、
日
本
語
版
し
か

作
っ
て
い
ま
せ
ん
。

国
の
調
査
で
は
、
日
本
語
８
８
．５
％

　

英
語
６
７
．０
％　

中
国
語
５
７
．３
％

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
４
４
．５
％
（
複
数
回

答
）
と
の
こ
と
で
し
た
。
就
学
を
促
す

に
は
、
国
際
教
室
で
母
語
の
多
い
、
タ

ガ
ロ
グ
語
、
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
に
加
え
て
英
語
や
や
さ
し

い
日
本
語
な
ど
、
複
数
言
語
の
案
内
を

よ う 子 レ ポ ー ト

同
封
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
教
育
先
進

地
、
外
国
籍
率
6.4
％
の
豊
橋
市
で
は
就

学
案
内
は
勿
論
、
日
常
の
お
便
り
も
翻

訳
文
書
に
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

外
国
籍
の
子
ど
も
の
多
い
少
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
一
人
に
と
っ
て

は
か
け
が
え
の
な
い
教
育
の
場
で
す
。

外
国
籍
の
子
ど
も
や
家
庭
の
困
り
ご
と

へ
の
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

就
学
状
況
の
把
握
を

日
本
語
教
育
の
充
実
は

謳
わ
れ
て
い
る
が…

県
内
中
学
校
給
食
の
実
施
で

県
内
産
米
が
不
足

小
学
校
給
食
の
地
場
産
物
の

取
り
組
み
が
減
少

友
好
交
流
都
市
農
産
物
の
導
入
を

複
数
言
語
に
よ
る

就
学
案
内
や
お
便
り
を

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
、
昨
年
10
月
末
現
在
の
外
国
人
労
働
者
は
、
過
去
最
大
の

１
６
５
万
８
８
０
４
人
で
、
昨
年
よ
り
20
万
人
１
３
．６
％
増
で
す
。
昨
年
９
月
に
公

表
さ
れ
た
「
外
国
人
の
子
ど
も
の
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
た
就
学
状
況
等
調

査
」
で
は
、
外
国
籍
の
子
ど
も
の
２
万
２
千
人
が
「
就
学
不
明
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

座
間
市
の
自
校
調
理
式
の
小
学
校
給

食
で
は
約
週
３
回
の
米
飯
メ
ニ
ュ
ー
が

つ
く
ら
れ
、
デ
リ
バ
リ
ー
ラ
ン
チ
ボ
ッ

ク
ス
型
中
学
校
給
食
で
は
主
食
の
ほ
と

ん
ど
が
米
飯
に
な
っ
て
い
ま
す
。
給
食

食
材
に
重
要
な
お
米
は
、
２
０
０
０

年
、
政
府
米
か
ら
県
内
産
に
切
り
替
わ

り
、
県
給
食
会
を
通
じ
て
納
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

県
内
産
米
と
は
い
え
、
そ
の
比
率
は

既
に
５
年
前
に
は
60
％
に
、
現
在
で
は

47
％
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
出
荷
量
に

ほ
ぼ
変
化
は
な
い
も
の
の
、
近
年
、
多

く
の
自
治
体
で
中
学
校
給
食
が
始
ま
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
需
要
が
増
し
た
こ
と

が
要
因
で
す
。

座
間
産
農
産
物
を
取
り
組
む
意
義
は

新
鮮
で
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
栄
養
価
が
高
い

野
菜
で
あ
る
こ
と
や
、
身
近
な
地
域
に

あ
る
農
地
・
農
業
の
大
切
さ
を
学
ぶ
食

育
に
あ
り
ま
す
。
生
産
者
と
子
ど
も
た

ち
が
互
い
に
顔
が
見
え
る
関
係
を
つ
く

る
こ
と
で
、
そ
の
農
産
物
を
減
農
薬
や

有
機
栽
培
な
ど
、
よ
り
良
い
も
の
に
と

の
意
識
が
高
ま
る
こ
と
も
重
要
と
と
ら

え
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
の
市
内
小
学
校
給
食

の
地
場
産
物
使
用
割
合
（
重
量
）
は
３

１
．７
％
で
あ
り
、
２
０
１
６
年
度
の
３

４
．５
％
よ
り
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
取
り
組
み
目
標
30
％
を
達

成
し
て
い
る
と
は
い
え
、
市
内
産
が
地

場
産
物
の
９
割
強
を
占
め
て
い
る
恵
ま

れ
た
環
境
が
あ
る
中
、
後
継
者
の
問
題

等
今
後
の
農
業
継
続
の
難
し
さ
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
の
敬
老
祝
い
金
等
支
給
事

業
の
88
歳
の
お
祝
い
品
に
、
友
好
交
流

都
市
須
賀
川
市
や
大
仙
市
の
物
産
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
須
賀
川
市
の
お
米
も
使
用

さ
れ
、
ま
た
大
仙
市
は
あ
き
た
こ
ま
ち

の
米
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
お
米
を
中
心

に
、
市
内
産
の
次
の
産
地
と
し
て
友
好

交
流
都
市
農
産
物
を
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
検
討
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

須
賀
川
市
や
大
仙
市
の
農
産
物
が
座

間
の
学
校
給
食
に
提
供
さ
れ
る
意
義
は

大
き
く
、
顔
が
見
え
る
農
産
物
を
学
校

給
食
で
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
安
心
に

つ
な
が
り
ま
す
。

一
般
質
問
で
は
価
格
と
の
折
り
合
い

が
つ
け
ば
検
討
す
る
と
の
教
育
部
長
の

答
弁
が
あ
り
、
今
後
の
友
好
交
流
都
市

直
送
の
食
材
が
学
校
給
食
に
導
入
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
の

教
育
環
境
整
備
を
！学

校
給
食
の
県
内
産
米
率
が
減
少
　
友
好
交
流
都
市
産
米
の
導
入
を
！

※ネット会員募集中！いっしょに活動しませんか？  年会費1,500円  郵便振替口座番号0210-8-115031  ※加入者名：神奈川ネットワーク運動  座間市民ネット




